
２

法
第
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
等
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
し
て
銃
砲
等
の
提

出
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

法
第
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
し
て
銃
砲
の
提
出
に

代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

携
帯
が
著
し
く
困
難
な
銃
砲
等

当
該
銃
砲
等
の
写
真

一

携
帯
が
著
し
く
困
難
な
銃
砲

当
該
銃
砲
の
写
真

二

﹇
略
﹈

二

﹇
同
上
﹈

（
表
示
措
置
命
令
）

第
十
八
条
の
二

法
第
四
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
ク

ロ
ス
ボ
ウ
に
当
該
許
可
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
当
該
ク
ロ
ス
ボ
ウ
ご
と
に
付
し
た
番
号
又
は
記
号
を
表
示
し
た
標
示
物
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
ク
ロ
ス
ボ
ウ
番
号
標
」
と
い
う
。）を
、
当
該
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
側
面
に
容
易
に
剝
が
れ
な
い

よ
う
に
、
か
つ
、
見
や
す
い
よ
う
に
貼
り
付
け
る
こ
と
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

２

法
第
四
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
る
こ
と
を
命
ず
る
場
合
に
お
い
て
は
、

別
記
様
式
第
十
八
号
の
二
の
表
示
措
置
命
令
書
及
び
ク
ロ
ス
ボ
ウ
番
号
標
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
番
号
標
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
ク
ロ
ス
ボ
ウ
番
号
標
を
亡
失
し
、

滅
失
し
、
汚
損
し
、
又
は
破
損
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
講
習
の
受
講
の
申
込
み
）

（
猟
銃
等
講
習
会
）

第
二
十
条

法
第
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
五
条
の
三
の
二
第
一
項
の
講
習
会
の
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
第
十
九
号
の
講
習
受
講
申
込
書
に
当
該
申
込
人
の
写
真
を
添
え
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条

法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
講
習
会
の
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
九
号
の
猟
銃

等
講
習
受
講
申
込
書
に
当
該
申
込
人
の
写
真
を
添
え
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出

す
る
も
の
と
す
る
。

（
講
習
修
了
証
明
書
の
様
式
）

（
講
習
修
了
証
明
書
の
様
式
）

第
二
十
一
条

法
第
五
条
の
三
第
二
項
又
は
第
五
条
の
三
の
二
第
二
項
の
講
習
修
了
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二

十
号
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
一
条

法
第
五
条
の
三
第
二
項
の
講
習
修
了
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二
十
号
の
と
お
り
と
す
る
。

（
講
習
修
了
証
明
書
の
書
換
え
又
は
再
交
付
の
申
請
）

（
講
習
修
了
証
明
書
の
書
換
え
又
は
再
交
付
の
申
請
）

第
二
十
二
条

法
第
五
条
の
三
第
三
項
又
は
第
五
条
の
三
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
講
習
修
了
証
明
書
の
書
換

え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
一
号
の
講
習
修
了
証
明
書
等
書
換
申
請
書
に
当
該
講
習
修
了

証
明
書
及
び
住
民
票
の
写
し
を
添
え
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す

る
。

第
二
十
二
条

法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
講
習
修
了
証
明
書
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

別
記
様
式
第
二
十
一
号
の
講
習
修
了
証
明
書
等
書
換
申
請
書
に
当
該
講
習
修
了
証
明
書
及
び
住
民
票
の
写
し
を

添
え
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
五
条
の
三
第
三
項
又
は
第
五
条
の
三
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
講
習
修
了
証
明
書
の
再
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
号
の
講
習
修
了
証
明
書
等
再
交
付
申
請
書
を
住
所
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
講
習
修
了
証
明
書
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式

第
二
十
二
号
の
講
習
修
了
証
明
書
等
再
交
付
申
請
書
を
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す

る
も
の
と
す
る
。

（
許
可
証
の
様
式
）

（
許
可
証
の
様
式
）

第
三
十
一
条

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
は
、
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
に

係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
二
十
九
号
又
は
第
二
十
九
号
の
二
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
規

定
に
よ
る
許
可
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
三
十
号
、
第
三
十
号
の
二
又
は
第
三
十
一
号
、
法
第
六

条
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
三
十
二
号
、
第
三
十
二
号
の
二
又
は
第
三
十
三

号
の
と
お
り
と
す
る
。

第
三
十
一
条

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
は
、
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
に

係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
二
十
九
号
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る

も
の
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
三
十
号
又
は
第
三
十
一
号
、
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
も
の
に
つ

い
て
は
別
記
様
式
第
三
十
二
号
又
は
第
三
十
三
号
の
と
お
り
と
す
る
。
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